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自然を探究する学びを通して、仲間とともに
主体的に未来をひらく力が身につく教科書

日々、急激に変化し続ける社会の中で、将来の予測が困難な時代を生きる今の子どもたちには、
自ら未来を切りひらいていくため、主体的に学習に取り組み、社会と積極的に向き合い、
他者と協働して問題を科学的に解決していく資質・能力の育成が求められています。
そこで、令和７年度版「（当社書名入る）」は、上記の基本方針に基づいて、

次の三つの特色を備える教科書を作成しました。

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

「学びたい！」を全ての生徒に。
三つの願いがこの教科書にこめられています。

ICT機器を使ったデジタルコンテ
ンツにより、深い学びを実現します。
教科書に掲載の二次元コードからア
クセスできるさまざまなコンテンツ
が、子どもの学びに向かう力を育て
ます。

問題を科学的に解決していくとき
に土台となる科学的な知識・技能を
定着させます。繰り返しの学習とそ
の振り返りを通して、知識・技能が
確実に身につきます。

問題を科学的に解決していくとき
に必要となる探究する力を育てます。
教科書の中にちりばめられた課題に
探究的に取り組む中で、思考力・判
断力・表現力などが自然に身につき
ます。

特色 特色 特色1 2 3
探究する力 確かな学力 デジタルの学び
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①「探究の進め方」で探究の過程がわかります。
▼巻頭⑤～⑥

「探究の進め方」を折り込みに設け、本文
ページを開いた状態でも、探究の過程全体
を確認できるようにしています。

「探究の進め方」で、中学１年での学習を振り返り
ながら、探究の過程にそって、学習する手順を解説
しています。

③主体的・対話的な活動を通して学習を進められます。

レポート例を多数掲載し、主体的に学んだり、思
考力・表現力をつけたりできるようにしています。

生徒たちが話し合ったり、発表し合ったりする姿
を表現し、対話的に学べるようにしています。

②「疑問から探究してみよう」が自主的・自律的な学習をうながします。
◀p.106

探究の進め方にそった学習を通して、生徒の資質・能
力が効果的に育成される部分を「疑問から探究してみよ
う」として重点化し、限られた授業時数の中で、探究型
の授業に無理なく取り組めるようにしています。

自然の探究は、
次のような順序で進めていこう！

わからないときは
一つ前に戻る

わからないときは
一つ前に戻

もど
る

探究探究の進め方進め方

さらに、新たな疑問を見つける。

わからないときは
一つ前に戻る

課題に対して自分はどのような考えを
もっているのかを明らかにし、観察や実験で
確かめることのできる仮説を設定する。を立てる

を立てる
仮説仮説

不思議に思うこと、疑問に思うことを解明する
ために、これから取り組む課題を設定する。

を決める
を決める
課題課題

仮説を確かめるための観察や実験の手順や方法を
具体的に考え、仮説のとおりであれば、
どのような結果になるか見通しをもつ。を立てる

を立てる
計画計画

計画にそって観察・実験などを行い、結果を
記録する。結果はスケッチ、写真、ビデオ、
メモなどで記録し、表などにまとめる。

（この他、実習）

するする

観察観察
するする

実験実験

結果からどのようなことがわかるか、
自分の仮説は正しいといえるか、
考察して話し合う。するする

考察考察

課題に対し、探究によって到
とう

達
たつ

した結論を
まとめる。

を示すを示す

結論結論

自然の事物や現象に目を向け、そこに見られる
関係性や傾

けい

向
こう

などについて、不思議に思うこと、
疑問に思うことを見つける。を

見つける

を
見つける

疑問疑問

探究探究の進め方進め方さあ、探究を始めよう！

３種類の白い粉末は、どのような性質のちがいで区別することが
できるのだろうか。を決める

を決める
課題課題

疑問を見つける

課題を決める

を
見つける

を
見つける

疑問疑問

を決める
を決める
課題課題

はじめに、不思議に思ったことや疑問に思ったこと、知りたいことなどをはっきり
させておこう。
例えば、食塩、砂糖、かたくり粉のいずれかである、３種類の白い粉末を見分ける
必要があるとする。ある程度は経験をもとにして、推論することができるかもしれな
い。しかし、ほとんどちがいのない見た目だけをもとに推論し、わかったと結論づけ
てしまうのは早計である。
これを見て、「どの粉末が砂糖だろうか。」「３種類の白い粉末を区別するには、どう

したらよいのか。」という疑問をもったなら、言葉に出したり、ノートに書き出したり
してみよう。

疑問に思ったことをはっきりさせたら、これから何について明らかにしていくのか
を考え、そのことを探究する課題として設定しよう。
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観察や実験などをする
するする

観察観察
するする

実験実験

【観察と記録】
観察するときは、対象が大きい場合は肉眼でよいが、対象が小さい場合は拡大したほ
うが必要な部分を細かく見ていくことができるので、対象に合わせて適切な器具を用い
る。視点を決めて、観察する対象から出ている情報を見逃

のが

さずに集めよう。
観察したことは、ありのままス
ケッチしたり、気づいたことを文
章にしたりして、事実を記録に残
す。この記録は、観察した対象に
ついて考察するときの重要な手が
かりになる。記録が不十分だと、
まちがった結論を導き出してしま
う原因にもなるので、できる限り
正確に記録しよう。

仮説や計画を立てる
を立てる
を立てる
計画計画

を立てる
を立てる
仮説仮説

ルーペや顕
けん

微
び

鏡
きょう

など、対象に合わせて適切な器具を用い、観察する対
象から出ている情報を集めていく。

課題を設定することができたら、その課題に対する自分の予想である「仮説」を立て、
自分の仮説が正しいかどうかを確かめるために、具体的な計画を立てよう。

料理のときに砂糖を焦
こ

がして
しまったことがあるから、
燃え方がちがうと思う。

ものが燃えるときには、
空気中の酸素が使われて、
二酸化炭素が出るから、
酸素や二酸化炭素を
調べるといいよ。

水へのとけ方が
ちがうと思う。
食塩なら、50 mLの水に
小さじ３杯

ばい

くらい
とけるはずだよ。

6

疑問から探究してみよう

葉のついた枝にポリエチレンの袋
ふくろ

をかぶせる 
と、やがて袋の内側に水

すい

滴
てき

がつき、底に水がた
まる。これは、葉の気

き

孔
こう

から水蒸気が放出され
るためで、植物の体から水が水蒸気となって放出さ
れる現象を蒸

じょう

散
さん

という。蒸散は主に葉で行われる。
94ページで学習したように、気孔は葉の裏側に

多く存在するので、蒸散によって放出される水の量
は葉の裏側のほうが多い。一方、植物は土の中に根
を広げ、根から水を取り入れている。これを吸水と
いう。 
蒸散と吸水には、何か関係があるのだろうか。

蒸散と吸水の関係4節

を
見つける

を
見つける

疑問疑問

立て
を立てる
仮説

葉のついた枝にかぶせたあと
底に水がたまったポリエチレンの袋
図16

袋をかぶせてから
1時間後

水

5

10

▼p.199

5
章

大
気
の
躍
動
と
恵
み

私のレポート

令和2年7月豪雨 氏 名：2年１組B班 森口・綿引・佐藤

［目的］梅雨前線による集中豪雨が原因とされるが、どうしてこのように長期間にわたる豪雨が起こった
のか、また、どのような経緯で死者が出る災害となったのかなど、被害の大きかった熊本県の状
況を中心に、この災害の特徴を調べる。

［準備］学習者用端末（気象庁や国土交通省のホームページなどを見る）

［方法］①主な原因となった気象現象と、この期間の天気図を調べた。

2020年（令和2年）7月3日から7月31日にかけて、熊本県を中心に九州地方や西日本、中部地方、東
北地方など日本各地で発生した集中豪雨。
気象庁は、7月 9 日に、当時継続中だった大雨を、災害の経験や教訓を後世に伝えるため、「令和２年

７月豪雨」と命名し、8月4日に豪雨の期間を7月31日までと発表した。

▼p.109

を示す

結論

発表発表
しようしよう

蒸散と吸水について行った実験のレポートを作成し、
プレゼンテーションソフトやホワイトボードなどを利用して、

聞いている人が内容を理解しやすいように工
く

夫
ふう

しながら、クラスで発表してみよう。

【発表時のポイント】
・大きな声で、ゆっくり説明しよう。
・重要な結果の表や図は指し示して
説明しよう。
【発表を聞くポイント】
・メモをしよう。
・積極的に質問や意見を言おう。

ア イ ウ エ

水位の
変化
〔mm〕

58 52 25 2

蒸散と吸水の関係結果5

10

探究する力が身につく教科書特色 1
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①学習を進めるうえで必要な基礎技能が確実に身につきます。
▼p.2～3 ▼p.14

　巻頭に「理科室のきまりと応急処置」を掲載し、安全に配慮
しながら、観察・実験に取り組めるようにしています。

　器具を使う場面に「基礎技能」を掲載し、使
い方を確実に習得できるようにしています。

②５段階のチェックで、学力を確実に定着させます。
▼p.139

▼p.142

▼p.144

章や節の最後に「要点をチェック」を設けて、小さなまと
まりごとに学習した内容を確認できるようにしています。

1節・章の終わり1

単元末2

単元末3 ▼p.146 ▼p.284単元末4 巻末5

単元末に「要点と重要用語の整理」を設け、学習した重要
用語などを確認できるようにしています。

2

「要点と重要用語の整理」のあとには、「基本問題」を掲載
し、知識を定着できるようにしています。

3

「基本問題」のあとには、「活用問題」を掲載し、思考力・
判断力・表現力をつけられるようにしています。

4

応急処置

地震が起きたときには

実験中に地
じ

震
しん

が起きたときは、
先生の指示に従い、身の安全を確保する。
 ものが「落ちてこない・倒

たお
れてこない・移動しない」

　場所で揺
ゆ
れがおさまるのを待つ。

 揺れているときは、机の下にもぐるなどして
　頭を守る。机の下にもぐれない場合は、教科書や
　ノートで頭を守り、できるだけ低い姿勢をとる。

 薬品や火を扱っている場合は、
　実験台から離

はな
れた場所で身を守る。

 揺れがおさまってから火を消して
　ガスの元栓を閉める。

 有害な気体が発生しているおそれがある場合は、
　ハンカチなどを鼻や口に当てる。

 避
ひ
難
なん
する場合は、

　薬品やガラスの破
は
片
へん
などに注意する。

気体を吸って
気分が悪く
なったとき

薬品がついたり、
やけどをしたり
したとき

目に薬品が
入ったとき

先生の指示を受けてから外
に出て新

しん

鮮
せん

な空気を吸う。
手で目をこすらずに、すぐ
に水で目をよく洗う。

薬品はすぐに洗い落とす。
やけどは冷水でよく冷やす。

薬品が飛び散る可能性の
ある実験では、保護眼鏡
を着用する。

保護眼鏡

先生の指示に従って、処置を行うようにする。
注意

感染症が広がっているときには

 感
かん
染
せん
症
しょう
が広がっているときは、マスクをつける。

 理科室に入る前や出たあとには、手洗いや手指の
　消毒をする。

 窓やドアを開けて、換
かん
気
き
をする。

3

基
き

礎
そ

技能

理科室のきまりと応急処置

理科室のきまり

燃えやすい薬品の扱い 残った薬品の扱い 加熱した金属類の扱い

引火すると危険なので、火のそばでは
扱わない。

薬品の種類によって決められた容器に
捨てる。

薬品はもとの
びんに戻さない。

よく冷ます。
直接手で触

さわ

らない。

 実験の目的や方法を確
かく
認
にん
する。

 薬品の扱
あつか

い方や、実験の注意事
じ

項
こう

を確認する。

 実験台の上を整理し、必要なものだけを置くようにする。

 保護眼鏡の着用や服装を確認し、身なりを整える。　

実験前

 先生の話をよく聞き、指示に従う。

 班で役割を分担し、協力して実験をする。

 薬品や火を扱う実験は、立って行う。
　椅

い

子
す

は実験台の下にしまう。

 火のそばに燃えやすいものを置かない。

実験中

 実験台の端
はし
に器具や薬品を置かない。

 器具の破損や異変に気がついたら、
　すぐに先生に知らせる。

 実験で使用した薬品や廃
はい
棄
き
物
ぶつ
は、

　先生の指示に従って分別し処理する。

 ガスや水道の栓
せん

が閉まっているかを確認する。

 使用した器具類は、きちんと洗
せん
浄
じょう
したり、

　拭
ふ
いたりしてもとの場所に戻

もど
す。

 流しにごみがないか確認し、実験台を雑
ぞう
巾
きん
で拭く。

実験後

 最後に手を洗う。

長い髪
かみ

は
結ぶ。

2

基
き

礎
そ

技能

Ｈ管型電気分解装置

電気分解装置のピンチコックＡ、
Ｂ、Ｃを全て開いたあと、分解す
る水溶液を液だめに入れる。

1

液だめの液面をＨ管の上部Ｐまで
上げ Ｈ管を空気が残らないよう

2

電気分解装置の使い方

図のように、ろうとを用いて電
気分解装置の上面の穴から分解
する水

すい

溶
よう

液
えき

を入れる。

1

電気分解装置の上面の二つの穴
にゴム栓

せん

をする。
2

電気分解装置を背面が上になる
ように倒

たお

し、前面の槽
そう

を空気が
残らないように水溶液で満たし
たあと、電気分解装置を立てる。

3

電気分解装置の電極と電源装置
を導線でつなぎ、電流を流す。

4

簡易型電気分解装置

注意

水溶液が手につかない
ように十分注意し、手
についてしまったとき
には、すぐに水で洗う。

注意

装置の下には、プラス
チック製のバットを敷

し

いて実験する。

ゴム栓

電極

電源装置へ

ろうと ゴム栓をした装置を倒し、
前面の槽に空気が残らない
ようにする。

ＢＡ

Ｃ

Ｐ

液だめ
支持環ピンチコック

Ｈ管

1  刺激の信号を伝える神経、命令の信号を伝える神経をそれぞれ何というか。… p.136
2  無意識に起こる反応と、意識して起こる反応はどのように異なるか。… p.138

要点をチェック

考えよう

考えよう

生物の体の基本単位。 p.83、86～87

細胞内の染
せん

色
しょく

液
えき

によく染
そ

まるつくり。普
ふ

通
つう

、一つの細胞に１個ある。 p.87

細胞内の核
かく

以外の部分。細胞膜
まく

も含
ふく

まれる。 p.87

細胞質の最も外側にあるうすい膜。細胞内外の仕切りとなっている。 p.87

植物の細胞にある、細胞膜の外側の厚く丈
じょう

夫
ぶ

な仕切り。 p.87

植物の細胞にある、緑色の粒
つぶ

。光合成が行われる場所である。 p.87

植物の細胞内で発達しているつくり。多様な物質が含まれる。 p.87

細
さい

胞
ぼう

核
かく

細
さい

胞
ぼう

質
しつ

細
さい

胞
ぼう

膜
まく

細
さい

胞
ぼう

壁
へき

葉
よう

緑
りょく

体
たい

液
えき

胞
ほう

1章 生物の細
さい

胞
ぼう

と個体 p.80～89【重要用語】

要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元２ 　生物の体のつくりとはたらき

核
細胞膜
細胞壁

葉緑体

動物の細胞植物の細胞

基本問題基本問題 単元２　生物の体のつくりとはたらき

右の写真は、オオカナダモの細
さい

胞
ぼう

のつくりを顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察したときに撮
さつ

影
えい

したものである。写真１

は染
せん

色
しょく

前、写真２は染色後のものである。あとの問いに答えなさい。
1 写真１に見られる緑色の粒

つぶ

を何というか。
2 1 の粒で行われているはたらきを何というか。
3 写真１ではほとんど見えないが、写真２では

よく見える丸いつくりを何というか。
4 写真１、２に見られる厚く丈

じょう

夫
ぶ

な仕切りを何

というか。
5 4 の仕切りの説明として正しいものを次のア、イから選びなさい。

ア．植物の細胞にも動物の細胞にも見られる。

イ．植物の細胞には見られるが、動物の細胞には見られない。

光合成の原料を調べるために、次のような実験を行った。

あとの問いに答えなさい。

1 試験管Ｂを準備した理由を簡単に説明しなさい。
2 実験 1 の手順において、息を吹き込む前のＢＴＢ液は何性であると考えられるか。また、息を吹き込ん

だあとのＢＴＢ液は何性であると考えられるか。
3 実験 1 の手順において、ＢＴＢ液をうすい黄

色に変化させた気体は何か。
4 実験 4 の手順において、試験管Ａで発生する

気体は何か。
5 この実験の結果を右のア～エから選びなさい。
6 5 から、光合成についてどのようなことがわ

かるか。簡単に説明しなさい。

1

2

写真１ 写真２

ア イ ウ エ

黄色 青色 黄色 青色黄色 黄色 青色 青色

1 ビーカーに入れたうすい青色のＢＴＢ液にガラス管で息を吹
ふ

き込
こ

む。
2 うすい黄色に調整して試験管Ａ、Ｂに入れる。
3 試験管Ａにオオカナダモを入れ、試験管Ａ、Ｂに気

き

泡
ほう

を入れないようにしてゴム
栓
せん

をする。
4 試験管Ａ、Ｂに日光を当て、ＢＴＢ液の色の変化を調べる。

A B【実験】
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北海道は農作物の生産が盛
さか

んで、トウモロコシやダイコン、コメなどにおける全国有数の生産地で

ある。このうち、トウモロコシとダイコンを観察した太郎さんと花子さんの会話から、あとの問い

に答えなさい。

1 下線部 1 について、二人は、トウモロコシとダイコンの根を赤く着色した水に数時間つけておく操作を

行った。このことから、図１で赤く染まっている部分は「師管」と「道管」のどちらといえるか。
2 図１から、 ① には「双

そう

子
し

葉
よう

類」と「単子葉類」のどちらの語句が入るか答えなさい。また、 ①

の植物の茎の横断面の特
とく

徴
ちょう

について、その特徴を「維
い

管
かん

束
そく

」という語句を使って簡単に説明しなさい。
3 二人の会話から、 ③ にあてはまる語句を答えなさい。
4 花子さんは ④ で、アミラーゼによる消化について発言をしている。 ④ の発言として最も適切

なものを、次のア～エから選びなさい。

ア．デンプンを分解するはたらきがあるから、お米に含まれるデンプンが分解されて小さな

イ．ブドウ糖を分解するはたらきがあるから、お米に含まれるブドウ糖

が分解されて小さな

ウ．デンプンどうしを結びつけるはたらきがあるから、お米に含まれる

デンプンどうしが結びついて大きな

エ．ブドウ糖どうしを結びつけるはたらきがあるから、お米に含まれる

ブドウ糖どうしが結びついて大きな
5 図２は、ヒトの器官の模式図である。動物の体にある食物の通り道を消

化管というが、図２に示された器官のうち、消化管に含まれる器官を全

て選びなさい。

活用問題活用問題 単元２　生物の体のつくりとはたらき

1

トウモロコシ ダイコン

図１

図2

唾
だ

液
えき

腺
せん

食道

心臓

胃

小腸

大腸

肛
こう

門
もん

肺

胆のう

ぼうこう

腎
じん

臓
ぞう

肝
かん

臓
ぞう

すい臓

太郎：トウモロコシとダイコンをいろいろな方法で観察すると、
それぞれの特

とく

徴
ちょう

が見えてくるね。□赤く着色した水を
使って、茎

くき

の横断面を描
か

いた結果が図１だよ。茎の染ま
り方がかなりちがうね。

花子：茎の染まり方から、トウモロコシは ① で、ダイコ
ンは ② だといえるね。葉の色はどうかな。

太郎：葉はどちらも緑色だね。植物の葉が緑色なのは、植物の
細
さい

胞
ぼう

の中に ③ があるからだね。
花子：細胞の中に ③ があるから、植物は光合成によって栄養分をつくることができるんだったね。

そして、私たち動物は植物や他の動物を食べることで栄養分を取り入れているよ。
太郎：でも、栄養分をそのまま吸収することはできないよ。例えば、お米に含

ふく

まれる栄養分を吸収する
ためには、唾

だ

液
えき

に含まれるアミラーゼが必要だよ。
花子：アミラーゼには、 ④ 分子になるよ。

1
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学年末総合問題学年末総合問題
銅の化学変化について調べるために、次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。

1 実験の 1 で、５回加熱したあと、ステンレス皿の中の粉末は何色になったか。最も適切なものを、次の

ア～エから選びなさい。

ア．赤色　　　イ．銀色　　　ウ．黒色　　　エ．青緑色
2 この実験で起こった化学変化を、原子のモデルを使って表したい。銅原子を●、酸素原子を○とすると、

どのように表せるか。最も適切なものを、次のア～エから選びなさい。

ア．

イ．

ウ．

エ．
3 図２をもとに、銅と酸素が結びつく化学変化によって酸

化銅を生じるときの、銅の質量と結びついた酸素の質量

との関係を表すグラフを、右の図にかきなさい。ただし、

縦
たて

軸
じく

の目盛りには適切な数値を書き入れること。
4 マグネシウムが酸素と結びつく化学変化をするとき、マ

グネシウム0.6 ｇに対して酸素0.4 ｇが結びつくことで、

1.0 ｇの酸化マグネシウムを生じる。同じ質量の酸素に

結びつくことができる銅とマグネシウムの質量を比で表

すとどのようになるか。最も簡単な整数の比で答えなさ

い。

1
【実験】

1 図１のように、ステンレス皿の上に銅粉1.2 ｇを
入れて一定時間加熱し、火を止めて冷えてから質
量を測定した。その後、粉末をよくかき混ぜてか
ら再び加熱し、冷えてから質量を測定した。この
操作を５回繰

く

り返して結果をグラフにした。
2 銅粉を1.6 ｇ、2.0 ｇ、2.4 ｇにして、それぞれ 1

と同様の操作を行い、質量を測定した。図２は、
その結果をまとめたものである。

図１

銅の質量〔ｇ〕
0 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0 2.4

結
び
つ
い
た
酸
素
の
質
量

〔ｇ〕

加熱した回数〔回〕

図2
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0
ガスバーナー

銅粉ステンレス皿

1 2 3 4 5
0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

物
質
の
質
量

〔ｇ〕

0

（  　 ）

（  　 ）

（  　 ）

（  　 ）

（  　 ）

（  　 ）

（  　 ）
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巻末に「学年末総合問題」を掲載し、１年間に学習したこ
とを総合的に確認できるようにしています。

5

確かな学力が身につく教科書特色 2
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そのほかの特色

①デジタルコンテンツ「まなびリンク」が生徒の学びを強力にサポートします。

「気象ずかん」などのWebずか
んを用意しており、観察や資料調
べで活用できます。

「インタビュー動画」や「器具の
使い方動画」で動画を使った学習
ができます。

●安全への取り組み
「単元３：５章 大気の躍動と恵み」では、気象
現象による災害や災害から身を守るためにできる
こと、気象現象による恵みについて学習できるよ
うにしています。

●カリキュラムマネジメント
「理科で使う算数・数学」のページや算数とのつな
がりを示す「ブリッジ数学」などのマークにより、他
教科と連携して学習できるようにしています。

３Dモデルを使って、人体のつ
くりや台風の構造を確認すること
ができます。

「グラフシート」を使用して、表
計算ソフトで簡単にグラフを作成
することができます。

「原子のモデルカード」を用意
しており、学習で活用できます。

「要点をチェック」に対応した
フラッシュカードで学習内容を繰
り返し確認できます。

学習に役立つ情報を集めたウェブサイト「まなびリンク」にさまざまなデジタルコンテンツを用意しています。
教科書紙面に配置された二次元コードから対応するコンテンツに簡単にアクセスすることができます。

●Webずかん

●動画

●３Dモデル

●グラフシート

●学習ツール

●フラッシュカード

●CUD・UDへの配慮
より多くの人が識別しやすい色づかい「カラー
ユニバーサルデザイン」や誰にとっても読みやす
いUDフォントを採用しています。

●造本の工夫 
表紙には、防水や抗菌に効果のある表面加工を施
しています。

●SDGsへの取り組み
コラムに、内容と関連するSDGsマークをつけ

ています。
「SDGsずかん」もまなびリンクに用意しました。

▼p.201

現在、地球の人口は増加し続け、水の使用量も年々増加しています。その
一方で、水の汚

お

染
せん

が進み、使える水の量は減少し続けています。地球温暖化
の影

えい

響
きょう

でも、水不足はさらに深刻になるのではないかと懸
け

念
ねん

されています。
ユニセフ（国連児童基金）とWHO（世界保健機関）は、2021年７月の水と衛生に関する報告書の中で

「2030年の時点で、世界では、16億人（世界人口の約19％）が安全な水を自宅で入手できず、28億人（同約
33％）が安全に管理されたトイレを使うことができない」と推計しています。

大切な水、今世界では

水をくむ人 （々ウガンダ）

デジタルの学びを支える教科書特色 3言葉
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２．対照表

教育基本法第２条 特に意を用いた点と特色 該当箇所

第１号 幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を養うこと。

〇幅広い知識と教養が身につくように、学習内容と関連したさまざまな資料を掲載し
ています。 全体

○自然について詳しく調べ、本質を追究し、さらなる解明を求めていく探究の大切さ
を示すとともに、実際の学習場面で生徒が主体的に探究を進めていく過程を丁寧に
示し、生徒の真理を求める態度を養えるようにしています。

全体

〇生物と直接関わる活動や、生徒が身近な自然にふれる場面を設定し、豊かな情操や
健やかな身体が育成できるようにしています。

p.4～5、
78～113、
148～201

第２号 個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、
自主及び自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活との関連を重
視し、勤労を重んずる態度を養う
こと。

〇生徒一人一人が、自分の考えをもつ場面や、考えを発表したり交流したりする場面
を数多く設定し、個人の価値を尊重してその能力を伸ばし、創造性を培うようにし
ています。

全体

〇理科の学習内容について、日常で見られる具体的な事物・現象と関連づけながら捉
えられるようにしています。 全体

〇さまざまな職業を理科の学習内容と関連づけながら扱うことで、将来について実感
を伴った見通しがもてるようにしています。 p.22、194

第３号 正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重んずると
ともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養うこと。

〇仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験
を協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるよ
うにしています。

全体

〇「理科室のきまりと応急処置」において、先生の話を聞いたり、協力して後片づけ
したりするなど、自他の敬愛と協力を重んじる態度が養われるようにしています。 p.2～3

〇生徒の発言内容や実験における役割などの表現では、男女の平等に配慮しています。 全体

第４号 生命を尊び、自然を大切
にし、環境の保全に寄与する態度
を養うこと。

〇地域に見られる自然の景観、郷土の美しい自然の姿などに目を向けられるよう、地
域の特徴を表す多くの写真を掲載しています。

p.4、
186～200

〇エネルギーや資源の有効活用など、日常生活と社会との関わりや環境の保全につい
て捉えられるようにしています。 p.200～201

第５号 伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと。

〇日本の伝統文化を積極的に取り上げ、自然と文化の密接な関わりを扱うことで、我
が国や郷土を愛する態度を養えるようにしています。 p.54

〇郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、郷
土を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.4～5、
148～200

〇我が国のみならず、科学技術の発展に寄与したさまざまな科学者を取り上げたり、
国際的に生じている問題について積極的に取り上げたりすることで、他国を尊重し
たり、国際社会の平和や発展に寄与したりする態度を養えるようにしています。

p.201、
251、264
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探
究
し
て
み
よ
う

実験４の結果の例図5

実験４の結果

唾液を入れた 唾液を入れなかった
ヨウ素液の反応 Ａ 変化しなかった Ｃ 青紫色に変化した

ベネジクト液の反応 Ｂ 赤褐色に変化した Ｄ 変化しなかった

私のレポート

唾液のはたらきを調べる

［結果］

［考察］ マイクロチューブＡでヨウ素液による反応が見られなかったこと、マイクロチューブＢで赤褐色
の沈殿が生じたことから、唾液のはたらきによって、デンプンがブドウ糖や麦芽糖などのいずれ
かに分解されたと考えられる。一方、マイクロチューブＣ、Ｄの結果から、唾液を入れないとデ
ンプンは分解されないと考えられる。

［疑問］温める温度を40℃よりも高温に変えると、結果も変わるのだろうか。

観察日 9月8日（月） 天気 晴れ
氏 名 ２年2組 石川 あかり

Ａ～Ｄのマイクロチューブの反応表4

唾
だ

液
えき

を入れた 唾液を入れなかった

ヨウ素液の反応 Ａ 変化しなかった Ｃ 青
あお

紫
むらさき

色に変化した

ベネジクト液の反応 Ｂ 赤
せっ

褐
かっ

色
しょく

に変化した Ｄ 変化しなかった

A Ｃ

B Ｄ
唾液を入れたほうには、
ヨウ素液による反応が見られず、
ベネジクト液による反応が見られたよ。
この結果から、デンプンがブドウ糖や
麦
ばく

芽
が

糖
とう

などに分解されたといえそうだね。

3
章

動
物
の
体
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き

単
元

2

酵素の性質

高校「生物基
き

礎
そ

」

これらのことから、デンプンは、唾液のはたらきによって、ブドウ糖や麦芽糖、ブド
ウ糖が３個から数個結合したもののいずれかに分解されたと考えられる。

❶生物にとって有用な物質が細
さい

胞
ぼう

から放出されることを分泌という。
❷デンプンは、アミラ ゼのはたらきにより、ブドウ糖が２個結合した麦芽糖や、ブドウ糖が
数個結合したものにまで消化される。

デンプンは、ブドウ糖がいくつも結びついてできている大
きな分子の栄養分である。唾液は、デンプンを麦芽糖などの
小さな分子の栄養分に消化する。消化のはたらきをもつ唾液
のような分

ぶん

泌
ぴつ

液を消
しょう

化
か

液
えき

という。唾液の中にはアミラーゼと
いう消

しょう

化
か

酵
こう

素
そ

があり、このアミラーゼがデンプンの結びつき
を切るはさみの役目をし、消化を行っている。

❶

❷

唾液による消化と消化酵
こう

素
そ

アミラーゼのはたらき
のイメージ図
図6

デンプンは、唾液のはたらきによって、麦芽糖などに分解される。
を示すを示す

結論結論

酵素とは、生物の体内の反応に関わるタンパ
ク質を指す用語です。
酵素は、物質を合成したり分解したりしても

酵素自身は変化しません。したがって、少量で
も繰

く

り返しはたらき、多量の物質を変化させる
ことができます。
酵素には、特定の物質だけにはたらき、特定

の反応だけを進めるという性質や、温度によっ
てはたらきが強くなったり弱くなったりすると
いう性質があります。ヒトでは、酵素のはたら
きは40℃付近 も強く

ふ

通
つう

70℃ 

ヒトなどの動物だけでなく、植物もさまざま
な酵素をもっています。
例えば、パイナップルやパパイヤには、タン

パク質 解する 素が含
ふく

れ い す

パイナップル入りの酢
す

豚
ぶた

麦芽糖

デンプン

アミラ ゼ

10

5

15

20

探
究
し
て
み
よ
う

A

DC

A B

A B

C D

マイクロチューブA～Dの
それぞれにデンプン液を
1.0 cm3入れ、フロート
ラックに立てる。

2

方法

４本のマイクロチューブの
それぞれにＡ～Ｄの記号を
油性ペンで記入する。

1

ステップ1 マイクロチューブにデンプン液を入れる

ステップ2 マイクロチューブに唾液と水を入れる

マイクロチューブA、 Bに、唾液をしみ込
こ

ませた綿棒の先を入れる。
3

マイクロチューブＣ、Ｄに、蒸留水をしみ
込ませた綿棒の先を入れる。

4

唾液のはたらきによって、デンプンがブドウ糖や麦
ばく

芽
が

糖
とう

などの
いずれかに分解されるかどうかを確かめる。

目的

0.5％デンプン液（デンプン0.5 gを少量の水に入れて加熱し、水を加えて100 cm3としたもの） ヨウ素液
ベネジクト液 蒸留水 35～ 40℃の湯 80～ 90℃の湯 ビーカー（２個） 綿棒（２本）
マイクロチューブ（４本） スポイト（４本） 温度計 フロートラック 油性ペン はさみ
ピンセット ろ紙 保護眼鏡

❶

❶マイクロチュ ブのかわりに試験管を用いてもよい。

準備

A～Dに
デンプン液を
入れる。

唾液を
しみ込ませた
綿棒の先

蒸留水を
しみ込ませた
綿棒の先

0 5%
デンプン液

フロ ト
ラック

実験4 唾
だ

液
えき

のはたらきを調べる
するする

実験実験
保護眼鏡

● 軸
じく
を切って綿棒の先の部分だけを入れ、
マイクロチューブの蓋

ふた
を閉める。

●軸を切って綿棒の先の部分だけを入れ、
マイクロチューブの蓋を閉める。
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2B C D

A C

B D

B D

ステップ3 マイクロチューブを温める

35～40℃の湯を入れたビーカーに
マイクロチューブＡ～Ｄを入れ、5
分間保温する。

5

ステップ4 唾液のはたらきを調べる

ピンセットで、マイクロチューブか
ら綿棒の先を取り除く。

6

マイクロチューブＡとＣに、ヨウ素
液を1、２滴

てき
加え、色の変化を観察

する。

7

マイクロチューブＢとＤに、ベネジ
クト液を2、3滴加え、蓋を開けたま
ま80～90℃の湯を入れたビーカー
に5分間入れて、色の変化を観察す
る。

8

ベネジクト液に手が触
ふ

れないように
注意する。注意

熱湯でやけどをしないように十分注意する。
マイクロチューブの蓋が急に開くことがあり危険なので、
蓋は開けたまま加熱する。

注意

結果 記述 実験結果を表にまとめる

唾液を入れた 唾液を入れなかった

ヨウ素液の反応 Ａ Ｃ

ベネジクト液の反応 Ｂ Ｄ

マイクロチューブＡ～Ｄの反応

・ＡとＣの結果を比べると、どのようなことがいえるか。
・ＢとＤの結果を比べると、どのようなことがいえるか。

実験結果から考えよう

するする

考察考察

ヨウ素液

ベネジクト液

● 手で握
にぎ
って、体温で温めてもよい。

35～
40℃
の湯

80～
90℃
の湯

119

▼p.118～119

探究する❶
導入事象に対する生徒の疑問をも
とに、探究する課題を設定する場面
を丁寧に表現しています。

探究する❷
生活経験や既習事項などをもとに、
課題に対する仮説を立てる場面や、
観察や実験の計画を立てる場面を丁
寧に表現しています。

探究する❸
観察・実験の手順を詳しく示すと
ともに、結果を表にまとめたり、考
察の観点を示したりして、探究を支
援しています。

探究する❹
レポートの例として「私のレポー
ト」を掲載し、論理的に考えをまと
めながら、結論に到達できるように
しています。

ここにも注目 教師キャラクター
が生徒の学習を支援します。

ここにも注目 実験・観察の場面
を適宜写真で提示して、活動をイ
メージしやすくしています。

▼p.120～121

①自ら疑問を解き明かし、探究する力が身につきます。

▼p.116～117
疑問から探究してみよう

栄養分を取り入れる仕組み～消化系2節

小学校の理科や中学校の技術・家庭科では、米やいもなどには炭水化物が含
ふく

まれ
ていて、生命を維

い

持
じ

するエネルギー源になることなどを学習した。を
見つける

を
見つける

疑問疑問

デンプンは、唾液のはたらきによって、何に分解されるのだろうか。
を決める
を決める
課題課題

デンプンは唾液のはたらきによって何に分解されるのか、
これまでに調べてきたことをもとに仮説を立てよう。を立てる

を立てる
仮説仮説

ブドウ糖が多数結合したものが
デンプンだから、
デンプンが分解されると
ブドウ糖や麦芽糖などに
なるのかな。

小学校のとき、
食べ物に含まれるデンプンは、
唾液のはたらきで、
デンプンではない別のものに
変わることを学習したね。

栄養分と消化

食物に含まれる主な栄養分とそのはたらき表2

栄養分 炭水化物 タンパク質 脂
し

肪
ぼう

代表的な
栄養分の
模式図

ブドウ糖 麦
ばく

芽
が

糖
とう

ブドウ糖が数個
結合したもの

デンプン アミノ酸

主なはたらき エネルギー源になる 体をつくる エネルギー源になる

主な食物 米、いもなど 大豆、肉など 油、バターなど

食物に含まれている炭水化物やタンパク質、脂肪などの栄養分はどれも分子が大きく、
そのままでは体内に取り入れて一つ一つの細

さい

胞
ぼう

で利用することはできない。これらの栄
養分を吸収されやすい小さな分子の栄養分に分解していくことを消

しょう

化
か

という。
デンプンは炭水化物の一種であり、ご飯（米）はデンプンを多く含んでいる。ご飯を
をかんでいると、唾

だ

液
えき

が混合され、しだいに甘く感じてくる。これは唾液によってデン
プンが分解されるためである。デンプンはどのような物質に分解されるのだろうか。

❶

❶植物が光合成によってつくり出したデンプンは、ブドウ糖が多数結合したものである。ブドウ糖そのものや、ブドウ糖が２個結合し
たもの（麦芽糖）、３個以上結合したものは全て、炭水化物である。
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デンプンは唾液のはたらきによって何に分解されるのか、
仮説を確かめる方法を考えよう。を立てる

を立てる
計画計画

デンプンがあるかどうかは、
ヨウ素液で調べられるね。
ブドウ糖やそのなかまが
あるかどうかを調べるための
薬品もあるのかな。

ベネジクト液という薬品を使うと、
ブドウ糖や麦芽糖、
ブドウ糖が３個から数個結合したものを
含んでいるかどうかを
調べることができます。

ブドウ糖や麦芽糖などを含む溶
よう

液
えき

にベネジクト液を加えて加熱す
ると、赤

せっ

褐
かっ

色
しょく

に変化し、沈
ちん

殿
でん

が生
じる 図4 。デンプンだけを含む
溶液では、加熱しても青色のまま
変化しない。 無色 青色 赤褐色

ベネジクト液
を加える。

80～90℃の
湯で加熱する。

ブドウ糖や
麦芽糖などの
溶液

ベネジクト液の性質図4

ヨウ素液とベネジクト液の変化からわかること表3

ヨウ素液やベネジクト液の変化からわかることを整理して、実験の方法を考え、
自分の仮説のとおりなら、どのような結果になるかを予測しよう。

考えよう考えよう

変化あり 変化なし

ヨウ素液の反応  が{ある ない}  が{ある ない}

ベネジクト液の反応  が{ある ない}  が{ある ない}

ヨウ素液が青
あお

紫
むら き

色に
変化すると、
デンプンは分解されて
いないことになるね。

本当に唾液のはたらきで
変化しているかどうかを
明確にするためには、
光合成について調べたときのように
対
たい

照
しょう

実
じっ

験
けん

が必要だと思う。

デンプン液に唾液を入れて、
ヨウ素液とベネジクト液の
反応を調べればいいと思う。
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１．編修上特に意を用いた点や特色

探究する力が身につく教科書特色 1

探
究
し
て
み
よ
う

実験４の結果の例図5

実験４の結果

唾液を入れた 唾液を入れなかった
ヨウ素液の反応 Ａ 変化しなかった Ｃ 青紫色に変化した

ベネジクト液の反応 Ｂ 赤褐色に変化した Ｄ 変化しなかった

私のレポート

唾液のはたらきを調べる

［結果］

［考察］ マイクロチューブＡでヨウ素液による反応が見られなかったこと、マイクロチューブＢで赤褐色
の沈殿が生じたことから、唾液のはたらきによって、デンプンがブドウ糖や麦芽糖などのいずれ
かに分解されたと考えられる。一方、マイクロチューブＣ、Ｄの結果から、唾液を入れないとデ
ンプンは分解されないと考えられる。

［疑問］温める温度を40℃よりも高温に変えると、結果も変わるのだろうか。

観察日 9月8日（月） 天気 晴れ
氏 名 ２年2組 石川 あかり

Ａ～Ｄのマイクロチューブの反応表4

唾
だ

液
えき

を入れた 唾液を入れなかった

ヨウ素液の反応 Ａ 変化しなかった Ｃ 青
あお

紫
むらさき

色に変化した

ベネジクト液の反応 Ｂ 赤
せっ

褐
かっ

色
しょく

に変化した Ｄ 変化しなかった

A Ｃ

B Ｄ
唾液を入れたほうには、
ヨウ素液による反応が見られず、
ベネジクト液による反応が見られたよ。
この結果から、デンプンがブドウ糖や
麦
ばく

芽
が

糖
とう

などに分解されたといえそうだね。

●

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

105-63 中学校 理科 理科 第２学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17教出 理科017-82 自然の探究 中学理科２

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）



2

①学習の振り返りとまとめ、理解度を確かめる問題で学力を定着させます。

②学びの深まりを生徒自身が認識できるように工夫しています。

▼p.241

▼p.278

2 導体および絶
ぜつ

縁
えん

体
たい

は、それぞれどのような物質であるか。… p.233
3 直列回路とはどのような回路か。また、並列回路とはどのような回路か。… p.234

5 直列回路や並列回路では、各部分の電圧はどのような関係になっているか。… p.236、238

1 電熱線に加わる電圧と流れる電流の大きさとの間にはどのような関係があるか。… p.230

4 直列回路や並列回路では、各点を流れる電流の大きさはどのような関係になっているか。… p.236、238

6 抵抗を直列または並列につなぐと、それぞれ回路全体の抵抗はどうなるか。… p.239

要点をチェック

要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元４ 電気の世界

電
でん

流
りゅう

回
かい

路
ろ

（電
でん

気
き

回
かい

路
ろ

）

電
でん

源
げん

電
でん

源
げん

電
でん

圧
あつ

（電
でん

圧
あつ

）

ボルト（Ⅴ）

電
でん

気
き

用
よう

図
ず

記
き

号
ごう

回
かい

路
ろ

図
ず

アンペア（Ａ）

電
でん

気
き

抵
てい

抗
こう

（抵
てい

抗
こう

）

オームの法
ほう

則
そく

オーム（Ω）

導
どう

体
たい

不
ふ

導
どう

体
たい

（絶
ぜつ

縁
えん

体
たい

）

半
はん

導
どう

体
たい

直
ちょく

列
れつ

回
かい

路
ろ

並
へい

列
れつ

回
かい

路
ろ

直
ちょく

列
れつ

回
かい

路
ろ

と並
へい

列
れつ

かい ろ

【重要用語】 1章 電流と電圧 p.210～247

電気の流れ。 p.211

電気の流れる道筋。 p.211

電流を流すはたらきをもつ装置。 p.213

電源が電流を流すはたらきの大きさ。 p.213

電圧の単位。 p.213

電気器具を簡単に表すための記号。 p.217

電気器具を簡単に表した記号で回路を表したもの。 p.217

電流の単位。 p.218

電流の流れにくさの程度。 p.231

電熱線などの抵
てい

抗
こう

に流れる電流の大きさは、抵抗の両
りょう

端
たん

に加わる電圧に比例す

る関係のこと。 p.230

抵抗の単位。 p.231

抵抗が小さく、電流が流れやすい物質。 p.233

抵抗が大きく、電流が流れにくい物質。 p.233

導体と不導体の中間の物質。 p.233

複数の抵抗を回路を枝分かれせずに１本の道筋でつなぐつなぎ方。 p.234

回路を枝分かれしてつなぐつなぎ方。 p.234

直列回路では、回路のどの部分でも同じ大きさの電流が流れ、各部分の電圧の
へい れつ

抵抗〔Ω〕＝
電圧〔V〕
電流〔A〕

電流〔A〕＝
電圧〔V〕 
抵抗〔Ω〕 

電圧〔V〕 = 抵抗〔Ω〕× 電流〔A〕

▼p.280、282、284

基本問題基本問題 単元４ 電気の世界

抵
てい

抗
こう

が20 Ωの電熱線Ａと30 Ωの電熱線Ｂを使って、右下の図のような二つの回路をつくった。あ

との問いに答えなさい。
1 図１の電熱線Ａに0.2 Aの電流が流れているとき、この電

熱線に加わっている電圧はいくらか。
2 1 のとき、電熱線Ｂに流れている電流の大きさはいくらか。
3 1 のとき、電熱線Ｂに加わっている電圧はいくらか。また、

直流電源の電圧はいくらか。
4 図１の回路全体の抵抗はいくらか。 3 の答えを用いて求め、そのときの計算式も書きなさい。
5 図２の直流電源の電圧が15Vのとき、電熱線Ａに加わっている電圧はいくらか。
6 5 のとき、電熱線Ａに流れている電流の大きさはいくらか。
7 5 のとき、電熱線Bに加わっている電圧はいくらか。
8 5 のとき、電熱線Bに流れている電流の大きさはいくらか。
9 5 のとき、回路の点Xに流れる電流の大きさはいくらか。
10図２の回路全体の抵抗はいくらか。 9 の答えを用いて求め、そのときの計算式も書きなさい。
11二つの

へいれつ

12三つの
13図１の
14図２の
15図１の

路の電

モ

な
1 モータ

びなさ

ア．Ｎ

ウ．下
2 図ａの

のとき
3 図ａの
4 モータ
5 図ｂは

のよう
6 図ｂの

1

2

図１ 図2

A

A

B X

B

280

活用問題活用問題 単元４ 電気の世界

いろいろな電気器具について、あとの問いに答えなさい。

1 ICチップを作動させるとき、何という現象を利用しているか。漢字４文字で書きなさい。
2 カードリーダーがICカードと情報をやりとりするとき、カードリーダーに5.0Ｖの電圧で0.2Ａの電流

が流れた。電流が2.0秒間流れたときの電力量は何Ｊか。

1
図１は、買い物で支払いに使う I

アイシ

Cカードで、IC
チップとコイルが組み込まれている。カードリー
ダーからは、変化する磁界が発生している。ICカー
ドの内部に電源はないが、カードリーダーに近づ
けると、コイル内の磁界が変化してコイルに電流
が流れる。これによりICチップが作動し、カードリーダーはICチップの情報を読み取ることができる。

図１

カードリーダー

ICカード ICチップ

コイル

図２のように、コンセントの差し込み口の１か所にテーブルタップがつないである。コンセントの電圧
は100Ｖで、テーブルタップには最大15Ａまで電流を流すことができる。表は、いろいろな電気器具と
１日の使用時間をまとめたものである。

電気器具 消費電力の表示 １日の使用時間

ストーブ 100 V-600 W 2時間

  

  

図２ コンセント

学年末総合問題学年末総合問題
銅の化学変化について調べるために、次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。1
【実験】

1 図１のように、ステンレス皿の上に銅粉1.2 ｇを
入れて一定時間加熱し、火を止めて冷えてから質
量を測定した。その後、粉末をよくかき混ぜてか
ら再び加熱し、冷えてから質量を測定した。この
操作を５回繰

く

り返して結果をグラフにした。
2 銅粉を1.6 ｇ、2.0 ｇ、2.4 ｇにして、それぞれ 1

と同様の操作を行い 質量を測定した 図２は

図１ 図2

0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

物
質
の
質
量

〔ｇ〕

ガ バ

銅粉ステンレス皿

0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5

物
質
の
質
量

〔ｇ〕

身につく❸
学習前に比べてより科学的な答えができるように
なった自分の成長を感じるとともに、さらに探究し
たい、学習を深めたいという意欲にもつながります。

1
章

化
学
変
化
と
物
質
の
成
り
立
ち

単
元 

1

要点を
チェック

学習後の私
学習したことを使って、物質を細かくしていくと、どうなるのかを説明
してみよう。

2 化学反応式から、どのようなことがわかるか。… p.28
1 化学反応式とは、どのような式か。… p.27

要点をチェック

と化学変化のちがい
デルで表すことができます。水の状態変化と、水
と化学変化のちがいについて考えてみましょう。

水（液体） 水蒸気（気体）

熱 加熱

冷却
きゃく

冷却

く組み合わせが変化し、水分子が水素分子と酸
との物質とは異なる物質ができます。

陽極側

酸素分子
O2

 H2O

子

子

29

身につく❶
章や節の最後に「要点をチェック」を設定

し、小さなまとまりごとに学習内容をおさえ
られるようにしています。また、単元の最後
に「要点と重要用語の整理」を設け、学習内
容をまとめられるようにしています。

身につく❷
単元で学習したことの定着を確かめる「基
本問題」と、読解力を用いる「活用問題」を
掲載しています。
また、１年間の学習を総合的に確かめる

「学年末総合問題」を巻末に掲載しています。

◀p.8

p.29▶

これまでの学習の
おさらい

電子顕
けん

微
び

鏡
きょう

で撮
さつ

影
えい

した金の写真
（約1700万倍に拡大している。）

全ての物質は、非常に小さな粒
りゅう

子
し

が数え切れないほど
たくさん集まってできている。これから、目に見えないほど小さな粒子が、
どのように存在しているのか、目に見える事実や現象から調べていこう。

学習前の私
物質を細かくしていくと、どうなるのだろうか？

物質の水への溶解について、粒子のモデルを用いて学習した。「水
すい

溶
よう

液
えき

の粒子のモデル 中1 」
物質が状態変化する前後の体積の変化や質量の変化について、

粒子のモデルを用いて学習した。
「状態変化の粒子のモデル 中1 」

これまでの学習お
さ
ら
い

お
さ
ら
い

化学変化と物質の成り立ち
1章

88

確かな学力が身につく教科書特色 2

学習後の私
学習したことを使って、物質を細かくしていくと、どうなるのかを説明
してみよう。

学習前の私
物質を細かくしていくと、どうなるのだろうか？

お
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①授業で使用できる便利なツールや資料を「まなびリンク」で提供しています。

②個別最適な学びに便利なコンテンツも「まなびリンク」で提供しています。

原子のモデル
カード

素原子２個が結びついてできている。

素原子２個が結びついてできている。

子は、水素原子２個と硫
い
黄
おう
原子１個が

水素原子４個と炭素原子１個が結び

23

電気分解装置の
使い方

導線でつなぎ、電流を流す。

注意

水溶液が手につかないように十分注意し、
手についてしまったときには、すぐに水で洗

注意

装置の下には、プラスチック製のバットを敷
実験する。

14

支える
原子・分子の学習で使用でき
る「原子のモデルカード」ツー
ルを用意しています。

支える
器具操作を動画で学べる「器
具の使い方動画」を用意してい
ます。

二次元コードから
アクセス!!

▼p.23 ●原子のモデルカード

●二次元コードと結びつけて次のようなコンテンツを用意しています。
・・動画…器具の使い方動画、インタビュー動画 など
・・Webずかん…植物ずかん、こん虫ずかん、鳥ずかん、気象ずかん、天体ずかん、SDGsずかん など
・・Webアプリ…原子のモデルカード、３Dモデル、フラッシュカード など

▼p.14 ●器具の使い方動画

▼p.5 ●気象ずかん

▼p.132

十種雲形と雲の分布

なり雲） 積雲

層雲

5Webずかん

2  消化酵素には、どのような性質があるか。… p.122
3  ヒトの心臓は、どのようにして血液を取り込んだり

6  ヘモグロビンには、どのような性質があるか。… p
7  組織液は、どのようなはたらきをしているか。… p
8  細胞から放出された不要な物質は、どのようにして

1  食物に含まれている栄養分は、消化によってそれぞ

4  体循環、肺循環とは、それぞれどのような経路か。
5  ヒトの血液には、どのような成分があるか。また、
… p.129

132
要点を
チェック

Webずかん

●フラッシュカード

支える
気象や植物などについて深く
知りたいときに使える、「Web
ずかん」を用意しています。

支える
「要点をチェック」の内容を
繰り返し確認できる「フラッ
シュカード」を用意しています。

デジタルの学びを支える教科書特色 3

デジタルの学びをより効果的に。「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」
「学習者用デジタル教材」の発行を予定しています。
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検討の観点と内容の特色

観点 内容の特色（該当箇所掲載） 該当箇所

教育基本法の遵守

・・自然の事物・現象に関わり、見通しをもって観察・実験を行うことで、幅広い知識と
教養を身に付け、真理を求める態度を養うようにしています。 全体

・・仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験を
協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるように
しています。

p.17、100、118、
162、228 など

・・郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、地域
を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.4～5、
186～200 など

学習指導要領との関連

・・学習指導要領に示された目標に則り、観察、実験を行うことを通して自然の事物・現象
を科学的に探究するために必要な資質・能力が育成されるように構成しています。特
に、第２学年では「解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する活動」を重
点として編修しています。

全体
・・各学年の巻頭に、「探究の進め方」をわかりやすく表現するとともに、単元内の紙面
にも同じ表現を使用し、「疑問を見つける」「課題を決める」「仮説を立てる」「計画を
立てる」「観察する・実験する」「考察する」「結論を示す」の順で展開することで、生
徒が見通しをもって学習を進められるようにしています。

構成・配列・分量
・・ゆとりをもって探究的な学習が進められるように、年間配当時数の９割程度の授業時
数で指導できる内容で構成したり、季節や気候の影響が大きい観察・実験の時期に配
慮したりしながら、全体を適切に構成しています。

全体

主体的・対話的で深い学び
・・生徒キャラクターのイラストを使って、探究の過程ごとに、意見交換したり、科学的
な根拠に基づいて議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする場面が表現さ
れており、生徒が対話的に学び合って学習を進められるように配慮しています。

p.65、108、
152、243
など

知識及び技能の習得

・「要点をチェック」「要点と重要用語の整理」「基本問題」「活用問題」「学年末総合問
題」の五段階のチェックで知識を確実に習得できるようにするとともに、「基礎技能」
の項を設けて、基本的な器具の使い方が身につくようにしています。この「基礎技能」
は、二次元コードと結びつけた動画を見ながら操作を学べるようにしています。

p.14、25、
72～76、220、
284～287
など

思考力・判断力・表現力の育成

・・各単元に位置づけられた「疑問から探究してみよう」により、科学的に探究する力を
重点的に育成できるようにしています。

p.64～69、
161～164 など

・・単元末の「活用問題」では、知識及び技能だけでなく、 思考力・判断力・表現力を確
認できる問題を提供しています。

p.76、146、
206、282

学びに向かう力、人間性等の涵養
・「学習前の私」「学習後の私」で、日常と関連づけながら、生徒自身の科学的な概念の
変容を認識させる場面を設け、自らの学習を調整しながら学習を深められるように工
夫しています。

p.8、29、90、
113、182、195、
210、247 など

理科の見方・考え方 ・・理科の見方や考え方をはたらかせている場面を、生徒の対話の中で表現しています。 全体

ものづくりの工夫
・・ものづくりについては、高度なものや複雑なものではなく、クリップを使った簡単な
モーターなど、原理や法則などに対する理解を深め、生徒の創意や工夫が生かせるよ
うな製作となるように配慮しています。

p.259 など

家庭学習への配慮
・・家庭での自学自習ができるように、「要点をチェック」の箇所には、二次元コードと
結びつけた「フラッシュカード」を用意しています。

p.25、89、159、
241 など

他教科との関連
・「ブリッジ算数」や「ブリッジ国語」のマークを付けて他教科との結びつきを紹介し
たり、「理科で使う算数・数学」のページを設けたりして、教科間の関連を図りやす
いように工夫しています。

p.77、232、
298～299

小学校の理科との連携
・・各単元扉の「学んでいくこと」、各章扉の「これまでの学習」、各単元の中に適宜配置
された「思いだそう」により、学習の系統性を意識しながら、既習内容をもとに仮説
や計画を立てられるように配慮しています。

p.7、8、11、
209、210、
249 など

高等学校の理科との連携
・・発展的な学習内容を中心に、高等学校以上で扱う内容をわかりやすく示しており、生
徒が高等学校の学習に興味をもてるように工夫しています。

p.77、87、183、
241、258 など

地域性への配慮
・・導入で示す事例や資料写真では、北海道から沖縄までさまざまな地域を取り上げ、地
域の特性に配慮した学習ができるようにしています。 全体

カリキュラム・マネジメントへの
対応

・・内容の組み換えが行いやすいように、単元、章、節の区切りで整理して学習内容を構
成し、カリキュラム・マネジメントを行いやすい構造にしています。 全体
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特別支援・人権教育への配慮
・・専門家による監修・校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する観点に立って編
修しています。 全体

SDGsへの対応
・「ハローサイエンス」などのコラムでは、関連があるSDGsの目標をアイコンで示す
とともに、目標をより詳しく調べることができる「SDGsずかん」を用意しています。

p.54、132、
201、264 など

デジタル化への対応
・・紙面と二次元コードで結びつけるかたちで、Webずかん、学習ツール、動画などを
用意し、限られた紙面では伝えきれなかった情報を提供しています。

p.5、20、115、
179、191、214
など

地震対策・感染症対策
・・巻頭の「理科室のきまりと応急処置」で、地震が起きたときや感染症が広がったとき
の対応を、生徒にわかりやすい表現で説明しています。 p.2～3

造本の工夫

・・AB判を縦に３mm拡大した判型を採用し、資料写真を大きく掲載したり、レイアウ
トにゆとりをもたせたりすることで、子どもの興味を高めています。 全体

・・表紙には、水をはじき、細菌などが増えるのを抑える特殊加工をしています。 表紙

２．対照表

教科書の内容構成 配当時数 学習指導要領の内容 該当箇所

自然の探究・探究の進め方 【2】 １分野（３）、（４）
２分野（３）、（４） p.③～3

気象観測をしよう・継続しよう 【1】 ２分野（４）（ア）㋑ p.4～5

単元１ 化学変化と原子・分子 【34】 １分野（４） p.6～77

１章 化学変化と物質の成り立ち 8 （ア） p.8～29

２章 いろいろな化学変化 18 （イ） p.30～57

３章 化学変化と物質の質量 8 （ウ） p.58～71

単元２ 生物の体のつくりとはたらき 【37】 ２分野（３） p.78～147

１章 生物の細胞と個体 5 （ア） p.80～89

２章 植物の体のつくりとはたらき 16 （イ） p.90～113

３章 動物の体のつくりとはたらき 16 （ウ） p.114～141

単元３ 気象とその変化 【31】 ２分野（４） p.148～207

１章 気象の観測 7 （ア） p.150～159

２章 空気中の水の変化 8 （イ）㋐ p.160～173

３章 低気圧と天気の変化 6 （イ）㋑ p.174～181

４章 日本の気象 6 （ウ） p.182～195

５章 大気の躍動と恵み 3 （エ） p.196～201

単元４ 電気の世界 【35】 １分野（３） p.208～283

１章 電流と電圧 19 （ア）㋐ ㋑ ㋒ p.210～247

２章 電流と磁界 11 （イ） p.248～267

３章 静電気と電流 5 （ア）㋓ p.268～277

校外の施設を活用しよう
自由研究
巻末資料

【1】 １分野（３）、（４）
２分野（３）、（４） p.288～299

140
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（「類型」欄の分類について）
１… 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と直接的な系統性がある
ものを含む）とされている内容

２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項 ページ数

13 水の電気伝導性 1 １分野（４）（ア）㋐ 分解して生成した物質は元の物質と異なること
上記に関連して、物質の分解についての理解を深める。 0.5

16 光による分解 1 １分野（４）（ア）㋐ 分解して生成した物質は元の物質と異なること
上記に関連して、光分解についての理解を深める。 0.25

22 113番元素
「ニホニウム」 1 １分野（４）（ア）㋑ 物質を構成する原子の種類は記号で表されること

上記に関連して、原子についての理解を深める。 1

24 黒鉛とダイヤモンド 1 １分野（４）（ア）㋑ 物質を構成する原子の種類は記号で表されること
上記に関連して、原子についての理解を深める。 0.25

45 美しい花火の色と元素
の関係 1 １分野（４）（イ）㋒ 化学変化には熱の出入りが伴うこと

上記に関連して、物質の燃焼についての理解を深める。 0.75

48 身近な物質の化学式 1 １分野（４）（イ）
（内容の取扱い）イ

「化学式」及び「化学反応式」については、簡単なものを扱うこと
上記に関連して、化学式についての理解を深める。 0.25

70 化学変化における原子
の質量の比 1 １分野（４）（イ）㋐ 化合物の組成は化学式で表されること

上記に関連して、化学式についての理解を深める。 0.5

77 宮沢賢治と元素の色 1 １分野（４）（ア）
（内容の取扱い）ア

「物質を構成する原子の種類」を元素ということにも触れること
上記に関連して、元素についての理解を深める。 1

87 細胞の詳しいつくり １ ２分野（３）（ア）
（内容の取扱い）ア

植物と動物の細胞のつくりの共通点と相違点について触れること
上記に関連して、細胞のより微細な構造についての理解を深める。 0.5

109 根圧と水の凝集力と
蒸散 2 ２分野（３）（イ）

（内容の取扱い）イ
葉、茎、根の働きを相互に関連付けて扱うこと
上記に関連して、根から吸収された水の行方についての理解を深める。 0.5

121 酵素の性質 1 ２分野（３）
（内容の取扱い）ウ

「消化」については、代表的な消化酵素の働きを扱うこと
上記に関連して、消化酵素についての理解を深める。 0.5

147 体の内部の状態を調整
する仕組み 1 ２分野（３）（ウ）㋑ 動物が外界の刺激に適切に反応している様子の観察を行い……

上記に関連して、中枢神経や生命維持についての理解を深める。 1

170 なぜ線香の煙を入れた
のか 1 ２分野（４）（イ）㋐ 霧や雲の発生についての観察、実験を行い、そのでき方を……

上記に関連して、雲のでき方についての理解を深める。 0.25

183 高層天気図 1 ２分野（４）（ウ）
（内容の取扱い）エ

地球を取り巻く大気の動きにも触れること
上記に関連して、上空の風の様子についての理解を深める。 0.25

225 電位と電位差と電圧 1 １分野（３）（ア）㋐ 各部に加わる電圧についての規則性を見いだして理解すること
上記に関連して、電圧についての理解を深める。 0.5

241 電熱線の長さや太さと
抵抗の大きさとの関係 1 １分野（３）（ア）㋑ 金属線には電気抵抗があることを理解すること

上記に関連して、抵抗についての理解を深める。 0.5

258 フレミングの左手の
法則 1 １分野（３）（イ）㋑ 磁界中のコイルに電流を流すと力が働くこと

上記に関連して、電流と磁界についての理解を深める。 0.25

262 誘導電流の向き 1 １分野（３）（イ）
（内容の取扱い）カ

コイルや磁石を動かす向きを変えたときに電流の向きが変わること
上記に関連して、レンツの法則についての理解を深める。 0.25

267 変圧器 1 １分野（３）（イ）㋒ 直流と交流の違いを理解すること
上記に関連して、交流と電磁誘導についての理解を深める。 0.25

270 はく検電器 1 1分野（３）（ア）㋓ 帯電した物体間では空間を隔てて力が働くこと
上記に関連して、静電気についての理解を深める。 0.15

275 電子の移動と電流の
向き 1 １分野（３）（ア）

（内容の取扱い）エ
電流が電子の流れに関係していることを扱うこと
上記に関連して、電流と電子の流れについての理解を深める。 0.5

283 オーロラ 空を舞う
光のカーテン 1 １分野（３）（ア） 電流によって熱や光などを発生させる実験を行い、……

上記に関連して、電流と磁界についての理解を深める。 1

原子量とは 1 １分野（４）（ア）㋑ 物質を構成する原子の種類は記号で表されること
上記に関連して、原子についての理解を深める。 0.25

合 計 11.15
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受理番号 学校 教科 種目 学年
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